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南山大学上峯研究室では、中部地方を席巻した石器石
材「下呂石」の原産地である湯ヶ峰の現地踏査を実施し
ている（村井ほか 2021）。その目的は、下呂石の流通
状況を精確にたどるための地質学・分析化学的データの
獲得、湯ヶ峰の利用・開発状況をとらえるための考古学
的データの獲得にある。前者については別途報告を予定
しているため（村瀬ほか 2021）、本発表では後者に関
して、湯ヶ峰各所における考古遺物の分布状況とその内
容を報告する。

下呂温泉の東方にそびえる湯ヶ峰の頂部は湯ヶ峰流
紋岩（山田ほか 1992）で構成され、本層が下呂石の給
源である。湯ヶ峰流紋岩は約 10 ～ 12 万年前の火山活
動に由来し、阿寺断層の主断層に平行して湯ヶ峰断層

（佃ほか 1993）が NW-SE 方向に走り、これに沿って
噴出した溶岩円頂丘が、断層谷を埋めたと考えられてい
る（山田ほか 1992）。湯ヶ峰流紋岩は付近一帯の基盤
地質である濃飛流紋岩の上位に発達し、標高約 900 ～
1000m に両者の境界がある（山田 1961）。比較的露
頭状況がよい湯ヶ峰西側斜面では、層状流紋岩（BR、「小
川石」）をはさんで上下に下呂石（UOB、LOB）の産出
層準があり、さらに上位で多孔質流紋岩（PR）が記載
されている（石崎ほか 1998）。上下の下呂石は外観や
比重から識別可能である（村瀬ほか 2021）。

湯ヶ峰周辺では、国府型ナイフ形石器が見いだされた
初矢遺跡、ナイフ形石器石器群や石刃石器群、尖頭器石
器群が地点を違えて検出された大林遺跡群、縄文時代早
期の上ヶ平遺跡、前期の峰一合遺跡などが知られるが、
どれも湯ヶ峰山麓以遠の崖錐堆積物や段丘に載る。湯ヶ
峰山中で既知の遺跡は、北接する山塊との間の鞍部付近

（No.1 遺跡、愛知学院大学文学部石器研究グループほか
2008）と中腹の平坦部（No.2 遺跡）、石刃状剝片等が
採集された湯ヶ峰山頂部（吉朝 2008）に限られていた。

これらの「遺跡」と、演者らが 2021 年 4 月末まで
に遺物の散布を確認した場所を図 1 に示す。湯ヶ峰は
山頂付近に平坦地を持つほかは斜度約 40 度の急斜面で
構成される。現在でも山体構成層（特に層状流紋岩）の
崩落が相次いでいて、随所で円錐形の崩落地が見られる。
湯ヶ峰各地で採集した遺物がはるか上方からもたらされ
ている可能性を否定できず、現時点では遺物採集「地点」
と、過去人類の活動場所としての「遺跡」との関係整理
を果たせていない。本発表ではひとまず、遺物採集地点
が密集する湯ヶ峰山頂および西麓の遺物様相を示す。

湯ヶ峰山頂では、表土の下位に黄褐色ローム層、多孔
質流紋岩、上部下呂石層が見いだされる。山頂南半部（三
角点付近）では、多孔質流紋岩を素材とする遺物を多数
採集した。1 は尖頭器の製作失敗品と考えられ、下半で
の折損後に復旧を試みるも断念されている。2 は湾曲し
た剝離面打面の剝片で、1 に見られる両面調整剝離痕と
対応する形状と面構成を備える。このほか 1 の素材剝
片になりうる大きさの剝片や、それを共有しうる石核も
採集している。これらの分布範囲に北接するように、上
部下呂石（UOB）を用いた遺物が散在する。資料群は
風化の進行程度に沿って二大別でき、風化が進行して器
面が灰白色を呈する資料には、3 のような縦長剝片が見
いだされる。一方で、風化が進んでおらず灰黒色の器面
をみせる一群からは指標的な遺物は得られていないもの
の、剝片剝離を求心状に進行させたことをうかがわせる
剝片や石核が多量にふくまれる。これらの遺物が分布す
る尾根筋の直下には、上部下呂石の産出層準がある。

湯ヶ峰西麓では、谷筋を中心に多量の下部下呂石
（LOB）製遺物の分布を確認した。この付近で採集でき
る遺物は灰黒色の器面と鋭利な縁辺を見せ、ほとんど風
化していない。4 のような大形肉厚の縦長剝片のほか、
5 ～ 7 など小形薄手の石刃状剝片が多数採集された。

使用石材および指標的な遺物を手がかりにすると、
湯ヶ峰西麓の下呂石製資料群の類例は、大林遺跡 N8 区
石器群（吉田編 2002）に求められる。一方、大林遺
跡 K6 区の有舌尖頭器をともなう尖頭器石器群（吉田編
2002）は、石材の外観からは湯ヶ峰山頂との関わりが
推察され、山頂で新たに見いだされた多孔質流紋岩製の
尖頭器関連資料はこの石器群に対比できる可能性があ
る。湯ヶ峰山頂の下呂石製石器群では、器面の風化が進
んだ一群には西麓の資料群と共通した特徴が見いだせる
ものの、上部下呂石（UOB）を用いた同種の石器群の
類例をとらえられていない。器面がほとんど風化してい
ない資料群は、縄文時代以降の産物と予想している。

湯ヶ峰山中の遺跡探索はまだ緒についたばかりである
が、現在までに得られているデータは、湯ヶ峰の各所に
時期を異にする人間集団の活動痕跡がのこされているこ
とを示唆する。石材原産地・湯ヶ峰の開発史と、下呂石
の獲得・運搬・消費戦略の解明にむけて、現地調査の継
続が求められている。

岐阜県下呂市湯ヶ峰流紋岩原産地における考古学・地質学的調査（1）
南山大学人文学部人類文化学科
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図１　湯ヶ峰周辺の遺跡分布と採集遺物（地図は地理院地図を改変、湯ヶ峰流紋岩の範囲は佃ほか（1993）による）
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